
ZOOM は便利に使え、研修参加機会が増えるので嬉しいです。

可能なら色々な研修を ZOOM でやっていただきたいです。 

迅速評価の方法が

学べた 

心不全患者の観察項目と  

アセスメントについて学べた 

興味のわくような内容をこれか

らもよろしくお願いします 

 

急変や死に結びつく可能性のある兆候、

評価方法について学んだ 

2024 年 11 月現在 35 名 

   

分野 名前 所属 分野 名前 所属 

がん看護専門 

仁井山 由香 医療支援センター 

皮膚・排泄ケア 

石橋 千代美 在宅支援室 

大森 和美 医療支援センター 西原 敦子 在宅支援室 

小児看護専門 斉藤 志織 東９Ａ病棟 妹尾 友理恵 在宅支援室 

救急看護 

笠井 有希 救命救急センター 

集中ケア 

石本 やえみ 看護部長室 

板原 容子 救急外来 貸川 雄介 ＩＣＵ 

新生児集中ケア 植田 明子 ＮＩＣＵ 

緩和ケア 

井上 智恵 医療支援センター 

糖尿病看護 中村 麻里子 外来２階 角本 こずえ 医療支援センター 

手術看護 

中西 恵子 中央手術室 信安 早季 育休中 

伊藤 奈美 東７Ｂ病棟 西本 麻衣子 救命救急センター 

冨永 駿 中央手術室 

小児救急看護 

山根 民子 総務課人事係 

感染管理 

多田 裕貴 感染管理室 上甲 貴江 ＧＣＵ 

竹内 哲也 東６Ａ病棟 木下 笑香 東９Ａ病棟 

宮本 良 感染管理室 

摂食・嚥下障害看護 

藤田 百合子 救命救急センター 

がん化学療法看護 

加登岡 紗矢佳 東６Ａ病棟 尾門 愛子 東９Ａ病棟 

秋元 敬子 通院治療センター 脳卒中リハビリテーション看護 橘 千惠 中８病棟 

慢性心不全看護 杉町 英子 救命救急センター 認知症看護 大西 奈緒 中７病棟 

心不全看護 ★ 山崎 綾乃 救命救急センター 精神科 城﨑 裕美 外来４階 

クリティカルケア 上野 友香里 ＩＣＵ 

特定行為には、21 区分 38 行為あります。例えば 『動脈血液ガス分析関連』 の区分には、 

 「直接動脈穿刺法による採血」と「橈骨動脈ラインの確保」の 2 行為があり、医師の手順書に基づいて実施すること

ができます。 現在、認定看護師のカリキュラムには、従来のＡ課程と、特定行為研修が組み込まれたＢ課程が存

在しますが、2027 年度にはすべてＢ課程に移行されます。 

2015 年度に 『特定行為に係る看護師の研修制度』 が創設となり、特定行為研修を受けた看護師のことを 

特定行為看護師 と呼びます。特定行為看護師は、医師が発行する手順書に基づき、患者の状態に合わせて、

「特定の相対的医行為」をタイムリーに実施することができます。 
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人口の高齢化に伴い、心不全の患者数は年々増加しています。当院もそれに違わず、  

心不全の患者数は増加の一途を辿っており、すでに心不全パンデミックが到来している

状況です。                                      

そんな中で私は、心不全の患者さんお一人お一人が、心不全を抱えながらもその人らし

く過ごすことが出来るよう、チームで協働しながら支援していきたいと考えています。    

まだまだ経験不足な点もありますが、一緒に学び、患者さんへのよりよいケアを考えて

いきたいと思っていますので、いつでも声をかけてください。                          

よろしくお願いいたします。 

心不全看護認定看護師 山崎 綾乃 看護師 

 

掲示板 

   

                          

 

 

研修のお知らせ 

 

第 3 回 スキルアップ研修 

12 月 20 日（金）17：15～18：15 

場所：10階講堂 + WEB 

テーマ：認知症看護・精神看護 

 

第 4 回 スキルアップ研修 

3 月 14 日（金）17：30～18：30 

場所：10階講堂 + WEB 

テーマ：敗血症について 

第 2 回 9 月 20 日「心不全増悪に気づくための基礎知識とフィジカルアセスメント」 

専 門 ・ 認 定 看 護 師 配 置 表  一 覧  

第 1 回 7 月 12 日「急変前兆に気づくための患者の評価方法」 

笠 井  有 希 ・ 板 原  容 子 救 急 看 護 認 定 看 護 師 を 講 師 に 迎 え     

ハイブリッド形式（ウェビナー開催と集合開催）で行いました。    

参加者：１３５名 うち集合参加：97 名、ウェビナー参加：38 名（他

施設 3 名）でした。講師がフロアに降り、ディスカッションも交え、た

いへん活気のある研修会になりました。     

山 崎  綾 乃 心 不 全 看 護 認 定 看 護 師 を 講 師 に 迎 え     

ハイブリッド形式（ウェビナー開催と集合開催）で行いまし

た。参加者：106 名 うち集合参加：60 名、ウェビナー参

加：46 名（他施設 2 名）でした。理解度、活用度、満足度

ともに高評価で、今後に活かせる内容となりました。

     

知っていますか？ 

特定行為 
心不全看護認定看護師の

山崎さんは、Ｂ課程 

『心不全認定看護師 

＋特定行為』の教育課程

を修了されています 

 

医行為 絶対的医行為：医師が自ら行わなければならない（例．薬剤の処方） 
相対的医行為：医師の指示・指導の下、実施できる（例．薬剤の調整） 

当院には、現在 6 名の特定行為研修修了者がいます。 

次号で活動の詳細をお伝えします！ 

 

とても分かり易くて、心不全の

病態の理解が進みました 

編集後記 
仲間が増えるというのは心強く嬉しいものです。 みなさんの中にも、キャリアプランの選択肢に 
専門看護師・認定看護師をイメージしている方がいるのではないでしょうか。 専門・認定看護師会では、 
その 『芽』 を育てるような情報提供などの支援も、今後、行っていく予定ですので、ご期待ください。 

今年度の 

スキルアップ研修は 

『気づく』をキーワードに 

企画しています！ 




